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当団では、牛群検定の活用を進めて頂くために、検定成績表に赤ペンでコメントするシステムを開始しまし
た。今回は乳量個体編を紹介します。前回までは、牛群全体で乳量に影響する課題を洗い出すために表示される
コメントを紹介しましたが、今回の乳量個体編では一頭毎のコメントのポイントを紹介します。
赤ペンコメントは当団が提供する繁殖台帳Webシステムで閲覧することができます。
繁殖台帳Webシステムは、検定農家や検定組合などの関係者はどなたでも「無料」で利用できます。IDやパス

ワードなどは検定組合にお尋ねください。赤ペンコメントの閲覧方法などは、以下により閲覧することができます。
https://liaj.lin.gr.jp/　「牛群検定成績表の見方」で「検索」
　「赤ペンコメント乳量編①～⑤」

1　乳量個体編とは

（1）概要
乳量個体編は「乳量が下がった牛個々の原因を探る
赤ペンコメント」が表示されます。ですので、乳量が
下がった牛にのみ表示されます。乳量が下がった牛と
は、図の①のように前月より10％以上乳量が減少し三
角マーク（▽▼など）が表示された場合や、牛群平均
と比較して明らかに乳量の低い牛などをさします。こ
ういった牛が何故乳量を下げたか、赤ペンコメントで
考えられる原因を表示しています。残念ながら牛群検
定は万能ではありませんので、検定成績に原因となる
ようなものがない場合もあります。この場合の赤ペン
コメントは、乳量を落としたことを告げる赤ペンコメ
ントのみとなります。また、図の②のように体細胞数
が高い牛がいたからといっても、①のように乳量が減
少している赤ペンコメントがなければ、個体の赤ペン
コメントは表示されません。

（2）乳量を下げる牛が多数のとき
乳量を下げる牛が多数の場合は、個体毎に原因を探

るよりも全体的な飼養管理に注目した方が適切です。図
の③では、搾乳牛31頭に対して乳量を下げた牛が15頭
と約半分になります。検定日が 7月28日で気温が高い日
だったので、暑熱ストレスとして、飲水や送風が適切か
どうかを確認するように赤ペンコメントされています。

（3）重篤
赤ペンコメントは主に飼養管理改善を図るためのも
のです。しかし、牛群の中には重篤な病気になってい
る牛がいることもあります。乳量個体編では、乳量が
前月と比較して40％以上減少しているような場合は図
の④のように「重篤」と表示します。ほぼ半減してい
ることは通常の飼養管理では考えづらく、緊急性の高
い事態が発生していると考えられるわけです。「重
篤」と表示された場合は、牛舎に行って個体観察する
必要があります。

2　乳量が減少した原因は?

（1）初産
初産牛は一般に体格も小さく、乳量は 2産以上と比
較すると低くなります。このことは酪農家によく知ら
れている現象です。しかし、乳量の低い初産牛を一括
りで「初産だから」としてしまうと、通常よりも乳量
を下げている初産牛を見落としてしまうことがありま
す。例えば、体格の小さな初産牛は、大きな牛のイジ
メを受けたり、飼料を食い込めなかったりします。図
の⑤のように初産牛が乳量を落としているときは必ず
チェックすると良いでしょう。本例では、後述する体
重においても「発育不良」と表示されている牛が多い
ようなので、体格が小さいと思われます。
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（2）乳成分
①グラフの概観
乳成分から栄養状態がある程度わかります。しか

し、本例では、乳成分のミニ棒グラフが高かったり、低
かったりデコボコです。これは繋ぎ飼いで、各個体での
粗飼料と濃厚飼料のバランスがうまくいっていない場合
や、TMRであっても濃厚飼料と粗飼料が十分に切断長
などから攪拌されていない場合などに良く見られます。
反対に給与がうまくいっている場合は、グラフの高さは
比較的きれいに揃います。現在の赤ペンコメントでは、
分離やTMRの攪拌がうまくいっているか等のコメント
化はできていません。各自で判断して頂くほかありませ
ん。図の⑥は、うまくいっていない事例になります。栄
養過多と栄養不足の牛が混在している状態です。
②乳脂率と蛋白質率（P/F比）、MUN
これらは値が高すぎても低すぎても適正とは限りませ
ん。値のバランスをみて判定しなければなりません。上
述したようにグラフがデコボコした事例となっている場
合は、全体的な解説が難しいため、一頭毎の解説を後述
します。

（3）体細胞数
乳量を減少させる代表的な疾病は乳房炎です。体細
胞数が283千個以上の場合は、図の⑧のように三角マ
ークが付き、乳房炎であることを示します。ただし、
冒頭 1（1）で前述したように、乳量が減少した牛にの
み赤ペンコメントがつきます。乳房炎については、別
途に赤ペンコメント体細胞編があるのでそちらで詳細
に記したいと思います。

（4）管理形質
図の⑨に示したボディコンディションスコア（BCS）
は牛の過肥や削痩について3.00を普通として 1～ 5で
示しています。過肥（3.5以上）も削痩（2.5以下）も
乳量に影響します。また、前回検定と比較して肥って
きたり、痩せてきているときにも赤ペンコメントが表
示されます。BCSの報告は必須ではありませんが、報
告すれば牛群の健康管理に役立ちます。
体重をもとに発育状況も知ることができます。発育
不良の時は乳量に影響するので、赤ペンコメントが表
示されます。体重報告はもちろん牛衡機の値を報告す
るのが最も正しいわけですが、体重推定尺を利用する
方法もあります。牛群検定では、BCSを報告すると、
推定体重が表示されます。いずれのものでも発育が伴
わないときは赤ペンコメントが表示されます。

　

3　一頭毎の赤ペンコメント

コメントから推察できる乳量減少の課題
A牛（1594号、3219号）　
分娩間もない牛であり、発育も十分でない初産牛で
す。体格の大きな牛にミルカーへの馴致が不十分と考
えられ、乳房炎を罹患してしまっています。初産牛の
分娩後初期の乳房炎は一生涯影響が残ることもある重
大時です。

B牛（1590号）
重篤な状態なので個体観察が必要ですが、検定成績

から読み取れることは前々月、前月とひどい乳房炎を罹
患しており、今月も体細胞数は高めです。このことが影
響していると考えられます。上述のA牛のように、ミル
カー馴致に課題がありそうです。乳量の減少が大きいた
め成績表上は栄養過多となっているようです。

C牛（1516号）
2 カ月連続で乳量が減少している牛です。検定成績

表からは蛋白飼料が足りていないことが示されていま
す。

D牛（1538号）
栄養不足、乾物そのものが足りていないと考えられ
ます。

E牛（1589号）
重篤な状態なので個体観察が必要ですが、原因は重
い乳房炎であり、B牛と同様と考えられます。

F牛（1547号）
栄養過多により過肥傾向となっています。濃厚飼料
の盗食や分離した濃厚飼料の選び食いを確認する必要
があります。

G牛（1532号）
F牛と同じく濃厚飼料の盗食や選び食いを確認する
必要があります。ルーメンアシドーシスの危険があり
ます。

H牛（9319号、1563号）
赤ペンコメントは少々文言が異なりますが、乾物
量、粗飼料、蛋白飼料が足りていない、すなわち栄養
不足と考えられます。
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I 牛（1524号、1469号、1514号、1508号）
赤ペンコメントに表示はありませんが、繁殖に問題
があります。泌乳期間が極端に長くなっているため、
乳房炎や過肥となってしまっています。

4　まとめ

以上、一頭毎に赤ペンコメントを見ていくことで、
この事例の農家の課題が浮き彫りとなっています。改
善を要するポイントは以下の通りと考えられます。検

定成績表からの推察なので、最終的には農家自身で確
認する必要があります。
①暑熱対策の確認
②初産牛のミルカー馴致の確認
③�TMRであれば、粗飼料と濃厚飼料との分離、盗食、
選び食いの確認
④栄養不足の確認（暑熱の影響も考えられる）
⑤繁殖の長期化
⑥育成牛の発育
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